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書
陵
部
所
蔵

『資
賢
集
」
の
成
立

一

「従
三
位
源
有
賢
男
。
按
察
使
か
ら
権
大
納
言
に
至
り
、
養
和
三

（
一
一
八

二
）
出
家
。
郭
曲
。
笛

。
和
琴
を
よ
く
し
、
後
白
河
院
近
臣
と
し
て
活
躍
し
た

た
め
、
治
承
三
年

（
一
一
七
九
）
鴛
が
盛
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
は
解
官
さ
れ
丹
波

に
追
放
さ
れ
た
」

（
『私
家
集
大
成
２
』
の
解
題
）
源
資
賢

（
一
一
一
三
―

一

一
八
八
）
に
、
家
集
の
存
す
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
に
属
す
る
が
、
そ
の
資
賢

の
名
を
冠
し
た
私
撲
集
が
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『資
賢
集
』

（
一
五
五
・
三
九
）
が
当
該
書
で
、
本
集
は
つ
と
に
、

「中
世
私

撰
集
解
題
（そ
２

０
」

（
『和
歌
文
学
研
究
』
第
十
五
号
、
昭
和
３８
。
７
）
で
、

橋
本
不
美
男

・
八
嶋
正
治
の
両
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
こ
の
た
び
は

『
図
書

寮
叢
刊
　
資
賢
集
　
遺
塵
和
歌
集
』

（昭
和
５２
・
３
）
と
し
て
、
詳
細
な
解
題

と
上
下
旬
索
引
を
付
し
て
翻
刻
、
刊
行
さ
れ
て
、
容
易
に
利
用
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
。

と
同
時
に

『資
賢
集
』
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
同
書
は
詳
細
な
調
査
結
果
を

報
告
し
て
お
り
、
同
書
の

『資
賢
集
』
の
研
究
に
資
す
る
役
割
は
は
か
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
橋
本

・
八
嶋
両
氏
の
御
研
究
に
よ
っ
て
明
白
に

な
っ
た
成
果
に
導
か
れ
て
、

『資
賢
集
』
に
言
及
す
る

・に、
ま
ず
、
本
集
の
書

村

晃

功

誌
は
次
の
ご
と
く
で
あ（犯
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。
袋
綴
三
冊
。
二
七

・
三
×
一
九

・
五
糎
。
表
紙
は
金

茶
色
鳥
子
紙
。
題
察

「資
賢
集
上

（中

・
下
）
」
。
端
作
は
題
察
と
同

一
で

あ
る
が
、
上
巻
の
み

「按
察
使
大
納
言
資
賢
朝
臣
撰
集
」
と
あ
る
。
近
世
初

期
写
。
本
文
用
紙
は
緒
紙
。
上
巻
は
墨
付
七
十
三
枚
、
中
巻
同
じ
く
七
十
三

枚
、
下
巻
は
六
十
八
枚
で
あ
る
。　
一
面
十
行
、　
一
首
は

一
行
書
き
で
あ
る
が
、

各
冊
、
巻
末
近
く
な
る
と
、
行
間
の
補
入
歌
が
目
立
つ
。
三
冊
共
、　
一
丁
オ
、

並
に
最
終
丁
オ
に

「
阿
波
国
文
庫
」
の
印
記
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
旧
阿
波

国
文
庫
蔵
。

収
載
歌
数
は
、
歌
を
欠
落
し
て
歌
題
の
み
の
部
分
や
、
行
間
の
補
入
歌
も
算
入

す
れ
ば
、
春
四
五
七
首
、
夏
二
三
七
首

（以
上
上
巻
）
、
秋
五
四
三
首
、
冬
二

〇
二
首

（以
上
中
巻
）
、
雑
三
五
三
首
、
恋
三
六
四
首

（以
上
下
巻
）
で
、
総

数
二

一
五
六
首
。
出
典
資
料
と
し
て
は
、

「
『
明
題
和
歌
全
集
』
、

『古
今
和

歌
六
帖
』
及
び
、
俊
恵

・
頼
政

・
好
忠
の
各
家
集
を
主
要
な
出
典
と
し
て
」
お

り
、

「
」
の
五
集
で
、
２‐‐４
首
、
全
体
の
９８
％
を
占
め
て
い
る
」
。

「成
立
は
、

ほ
ぼ

『
明
題
和
歌
全
集
』
成
立
時
点
か
ら
孤
本
で
あ
る
本
書
の
書
写
さ
れ
た
江

戸
初
期
迄
の
間
と
な
ろ
う
。
当
部
蔵
本
は

一
見
写
本
と
も
思
え
る
が
、

（中
略
）

原
本
と
も
思
わ
れ
る
徴
証
を
多
く
見
出
す
こ
と
が
出
来
、

（中
略
）
原
本
と
見

た
場
合
、
何
度
目

・
力、
の

′
編
纂
を
糸
え
た
中
書
本
形
態
と
推
定
さ
れ
、
写
本
と
現



た
場
合
は
、
書
写
者
自
身
が
出
典
を
知‥
り
、
そ
れ
を
手
許
に
置
い
て
書
き
入
れ

た
形
態
の
本
と
見
ら
れ
る
。
前
者
の
場
合
、
成
立
は
江
戸
初
期
と
な
り
、
後
者

の
場
合
は
、
極
限
は
室
町
中
期
迄
引
き
上
げ
ら
れ
よ
う
。
」

（
『
図
書
寮
叢
刊

資
賢
集
　
遺
塵
和
歌
集
』
の

「
『資
賢
集
』
解
題
し

こ
の
よ
う
に
、

『資
賢
集
』
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
は
、
橋
本

・
八
嶋
の

両
氏
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
完
全
に
な
さ
れ
、

『資
賢
集
』
に
つ
い
て
の
問
題
は
ほ
ぼ

明
ら
め
ら
れ
た
感
が
強
い
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
、
本
集
の
出
典
資
料
と
さ
れ
て

い
る

『
明
題
和
歌
全
集
』
の
成
立
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

『
明
題

和
歌
全
集
』
の
基
幹
と
な

っ
た
類
題
歌
集

『
題
林
愚
抄
』
を
究
明
す
る
こ
と
が

で
詢
、）

『資
賢
集
』
も

『題
林
愚
抄
』
に
依
拠
し
て
成

っ
た
私
撰
集
で
は
な
い

か
、
と
の
臆
測
を
も
つ
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
た
び
、

『資
賢
集
』
を
精

査
し
た
結
果
、
『資
賢
集
』
の
最
大
の
出
典
源
は
、
実
は
、
『
明
題
和
歌
全
集
』

で
は
な
く
て
、

『
題
林
愚
抄
』
で
あ
る
、
と
の
結
論
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
次
第
で
、
本
稿
は
、

『資
賢
集
』
の
最
大
の
出
典
源
の
闘
明
を
と
お

し
て
、

『資
賢
集
』
の
成
立
の
問
題
に
言
及
し
た
拙
い
考
察
に
し
か
す
ぎ
な
い

が
、
大
方
の
御
叱
正
を
賜
わ
り
た
い
と
思
う
。

二

さ
て
、

『資
賢
集
』
が
原
拠
資
料
か
ら
採
録
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
類
題
歌

集
か
ら
採
歌
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

ω
天
津
空
霞
へ
た
て
ゝ
久
堅
の
岩
戸
の
せ
き
を
は
る
や
こ
ゆ
ら
ん
（為
定

・
五
）

（
マ
　

　

　

マ
）

②
風
ふ
け
は
岸
の
は
か
し
葉
そ
よ
ノ
ヽ
と
紅
葉
な
か
れ
ぬ
山
川
そ
な
き

（曽
頑
好
忠

。
一
三

一
四
）

の
二
首
が
い
み
じ
く
も
示
唆
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
０
は
、
『新
後
拾
遺
集
』

´
畔
天、頭
つヽ 歌
そヽ た
ら、る
鵡

へヽ 定
れ
てヽ
ふ
久、
力、、
た、
の、雲
居
は
る
か
に
春
や
立
つ
ら
〈“
）

（春
上

。
為
定

。
一
）

の
歌
の
上
旬
と
、

『新
拾
遺
集
』
の
巻
頭
歌
た
る
為
藤
の

０
明
け
渡
る
空
に
し
ら
れ
て
久
か
た
の
岩
戸
の
関
の
春
や
越
ゆ
ら
む

（春
上

。
為
藤

。
一
）

の
下
旬
が
合
体
し
て
で
き
た
歌
で
あ
り
、
②
も
、

『
詞
花
集
』
収
載
の
推
宗
隆

頼
の⑤
風
ふ
け
ば
楢
の
枯
葉
の
そ
よ
ノ
ヽ
と
云
合
せ
つ
ゝ
い
つ
か
散
る
覧

（冬

・
隆
頼

。
一
四
四
）

の
上
旬
と
、

『
千
載
集
』
収
載
の
後
三
条
内
大
臣

（公
教
）
の

⑥
く
れ
て
ゆ
く
秋
を
ば
水
や
さ
そ
ふ
ら
ん
紅
葉
流
れ
ぬ
山
川
ぞ
な
き

（秋
下

。
後
三
条
内
大
臣

・
三
七
九
）

の
下
旬
が
合
成
し
た
結
果
で
き
た
歌
で
あ
る
か
ら
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
０
と
②

の
歌
は
各
々
別
種
の
歌
集
に
収
載
を
み
る
詠
歌
の
上
旬
と
下
旬
が
合
成
さ
れ
て

で
き
た
歌
で
、
か
か
る
現
象
は
、
原
拠
資
料
か
ら
採
録
す
る
際
に
は
絶
対
生
じ

え
な
い
不
祥
事
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『資
賢
集
』
が
か
か
る
不
可
解

な
詠
歌
を
収
載
し
て
い
る
の
は
、
③
と
ω
、
０
と
⑥
の
歌
を
連
続
し
て
掲
載
す

る
歌
集
か
ら
採
歌
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
歌
集
が
類
題
歌
集

『題
林
愚
抄
』

と

『
明
題
和
歌
全
集
』
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
両
類
題
歌
集
と
も
当
該
歌

を
連
続
し
て
掲
げ
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
の
類
題
歌
集
か
ら
の
抄
出
歌
で
あ
る

か
は
明
白
に
し
え
な
い
。
こ
の
点
、

「
『資
賢
集
』
解
（瓢
ｒ
で
す
で
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
、　
一
四
四
六
と

一
七
七
六
の

０
へ
は
て
は
又
あ
す
し
ら
ぬ
世
を
た
の
む
か
な
つ
も
ら
ん
は
て
の
命
は
か
り

は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（基
顕

。
一
四
四
六
）



け
さ
ゝ
か
に
の
し
る
し
も
い
さ
や
い
か
な
ら
ん
な
み
た
な
ら
て
は
く
る
人
も

な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（蜘
蛛

・
俊
頼
あ
そ
ん
。
一
七
七
六
）

の
二
首
も
全
く
同
様
の
事
情
に
あ
る
。

そ
こ
で
、

『資
賢
集
』
と
両
類
題
歌
集
に
共
通
す
る
歌
の
本
文
異
同
に
つ
い

て
検
討
し
て
み
る
と
、
次
の
表
①
の
ご
と
き
結
果
が
得
ら
れ
る
。

五

一
ｍ

八

三

ユ

一
〇

三

一
一
一
一
〓

番 号

○
月
　
×
花

○
風
ふ
け

（吹
）
は
　
×
吹
風
に

○
む
し
の
こ
ゑ
　
×
妾

（き
り
き
り
す
）

○
有
と
み
し
は
も
　
ｘ
あ
り
し
計
も

本

文

異

同

○○ ○ ○ 資賢集

X× ○ ○ 垣林愚移

X× X× 嘲略X//○

（表
１
）

こ
の
表
０
に
よ
っ
て
、

『資
賢
集
』
の
和
歌
本
文
が

一
致
す
る
の
は

『題
林

愚
抄
』
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
同
時
に
、

『題
林
愚
抄
』
と

『
明
題
和
歌

全
集
』
と
が
近
似
関
係
に
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
よ
う
。

ま
ず
、　
一
〇

一
七
と
二

一
二
六
の

０酵いむとは思わぬねやのむし
（の」議近友ヵ、床へ。まな議は。そ一ね̈
・の一「

①
日
に
そ
へ
て
霜
か
れ
行
は
葛
の
は
の
有
と
み
し
は
も
え
こ
そ
恨
み
ね

（寄
寒
草
恋
と
云
事
を
。
俊
恵
法
師

。
二
一
二
六
）

の
二
首
の
う
ち
、
⑩
は

『続
古
今
集
』
収
載
の
俊
恵
の
詠
だ
が
、
こ
の
歌
の
第

四
句
は

『続
古
今
集
』
で
も

『資
賢
集
』
で
も
、

「あ
り
し
計
も
」
と
あ
る
の

で
、

『資
賢
集
』
の
編
者
か
書
写
者
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
③
は
両
類
題

歌
集
の
集
付
に
よ
る
と
、

「康
暦
二
内
廿
首
」
の
由
だ
が
、
こ
の
歌
の
第
二
句

は
、
下
旬
と
の
関
連
か
ら
み
れ
ば
、
た
と
え
ば
、

『
風
雅
集
』
収
載
の
為
兼
の

歌
、

「庭
の
む
し
は
鳴
き
と
ま
り
ぬ
る
雨
の
夜
の
か
べ
に
音
す
る
養
か
な
」

（秋
中
・
五
五
四
）
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

「奏

（き
り
き
り
す
）
」
の

方
が
適
切
な
措
辞
と
判
断
さ
れ
よ
う
か
ら
、
こ
れ
ま
た
、

『資
賢
集
』
の
編
者

の
誤
記
と
推
定
さ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
五
一
四
と
八
三
九
の

ω
月
と
み
て
夜
も
や
こ
え
ん
夕
暮
の
ま
か
き
の
山
に
さ
け
る
う
の
花

（伏
見
院

・
五
一
四
）

⑫
風
ふ
け
は
い
ま
や
ま
か
き
の
荻
の
は
も
を
の
れ
そ
よ
き
て
秋
を
し
る
ら
ん

（
ま
か
き
の
荻
を
よ
め
る
ｏ
為
遠

・
八
三
九
）

の
二
首
は
趣
が
異
な
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
ω
は

『続
千
載
集
』

収
載
の
伏
見
院
の
詠
で
、
同
集
は

「
夕
卯
花
を
」
の
詞
書
を
付
し
て
い
る
が
、

こ
の
詞
書
か
ら
も
明
白
な
よ
う
に
、
こ
の
歌
の
趣
向
の
面
白
さ
は
、

「
ま
か
き

の
山
に
さ
け
る
う
の
花
」
を

「
月
」
に
見
立
て
た
と
こ
ろ
に
存
す
る
の
で
、
０

の
初
旬
は

「月
と
み
て
」
の
措
辞
で
な
け
れ
ば
不
都
合
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、

『明
題
和
歌
全
集
』
は

「花
と
み
て
」
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
は

『題
林
愚
抄
』

か
ら
の
採
歌
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
０
は
両
類
題
歌
集
の
集
付
に
よ

れ
ば
、
「応
安
三
内
御
会
」
歌
だ
が
、
こ
の
歌
の
初
旬
は

「
風
ふ
け

（吹
）
は
」

で
も

「吹
風
に
」
で
も
歌
意
の
上
か
ら
は
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

『資
賢
集
』
の
本
文
が

一
致
を
み
る
の
は

『明
題
和
歌
全
集
』
で
は
な
く
、

『題
林
愚
抄
』
の
措
辞
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も

『題
林
愚
抄
』
に
依
拠
し
た
痕

跡
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
、
ま
ず
、

『資
賢
集
』
の
依
拠
し
た
類
題
歌
集
は
、

『明
題
和
歌
全

集
』
で
は
な
く
て
、

『題
林
愚
抄
』
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



次
に
、

「
『資
賢
集
』
解
題
」
が

「
明
題
を
出
典
と
す
る
と
目
さ
れ
る
歌
で

も
、
か
な
り
作
者
が
明
題
と
異
っ
て
い
る
」
と
し
て
疑
義
を
提
出
し
て
い
る
、

作
者
表
記
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
両
類
題
歌
集
の
い
ず
れ
か
か
ら
抄

嘲
い
つ れ
一
設
赫
囃
諄
〔
減
赫
嘲
¨
赫
燃
蹴
記
の
異
同
に
つ
い
て
、
当
面
の
問
題

一
七
六

五
二
一

一ハ
ユハ
デユ

六
八
一

八
三
二

九
五
二

一
〇
八
二

一
七
〇
四

一〇
一
四

番 号

○
今
出
川
隆
義
　
×
今
出
川
院
近
衛

○
よ
み
人
し
ら
す
　
△
欠
落
　
×
顕
季

○
後
宇
多
院
　
ｘ
後
嵯
峨
院

○
藤
原
成
方
　
ｘ
（藤
原
）
盛
方
（朝
臣
）

○
た
め
つ
ね
の
卿
　
Ｘ
為
家

○
さ
ね
と
し
（実
俊
）

×
実
信

○
源
順
　
ｘ
男
恒

○
宣
方
　
×
（従
三
位
）為
子

○
と
し
さ
た
　
ｘ
信
定

作

者

異

同

○○ ○ ○ ○○ ○○ ○ 資賢集

× XOOXXO△ X

× × X X X× x△ x 和
集嘘幹

× X/OXXOXX

（２
表
）

ち
な
み
に
、
表
②
の
作
者
異
同
に
関
わ
る
歌
と
そ
の
原
拠
資
料
を
列
挙
す
れ

ば
、
次
の
ご
と
く
な
る
。

①
吉
野
河
こ
は
り
と
け
ゆ
く
岩
な
み
の
は
や
く
も
襲
に
行
か
せ
そ
ふく

（藤
葉
集

。
一
七
六
）

ち
き

り

０
昔
よ
り
け
ふ
の
み
あ
れ
に
葵
草
か
け
て
そ
た
の
む
神
の
こ
ゝ
ろ
を

（堀
川
百
首

・
五
二
一
）

①
過
に
け
り
軒
の
雫
は
の
こ
れ
と
も
雲
に
を
く
れ
ぬ
夕
た
ち
の
雨

（新
後
拾
遣
集
。
六
大
五
）

①
岩
間
よ
り
落
く
る
滝
の
自
糸
は
結
は
て
身
を
も
す
ゝ
し
か
り
け
り

（
千
載
集

。
六
八

一
）

０
わ
か
な
み
た
そ
よ
又
何
と
荻
の
は
に
あ
き
か
せ
ふ
か
は
先
こ
は
る
ら
ん

（宝
治
百
首

・
八
二
一
じ

①
つ
ま
こ
ひ
の
秋
の
を
し
か
の
泊
よ
り
結
ひ
や
そ
め
し
の
へ
の
し
ら
露

（延
文
百
首

・
九
五
二
）

０
月
を
待
ゆ
み
は
り
と
し
も
云
事
は
山
の
は
さ
し
て
い
る
に
そ
有
け
る

（大
和
物
語

。
一
〇
八
二
）

④
庵
結
ふ
秋
の
山
田
の
ひ
た
す
ら
に
い
と
へ
や
こ
れ
は
か
り
そ
め
の
世
そ

（
玉
葉
集

。
一
七
〇
四
）

０
逢
な
る
い
く
草
ま
く
ら
結
ひ
て
か
そ
の
し
た
ひ
も
の
と
け
ん
と
す
ら
ん

（
六
百
番
歌
合

・
二
〇

一
四
）

こ
の
表
②
に
よ
っ
て
、

『資
賢
集
』
の
作
者
表
記
が
か
な
り
社
撰
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
が
、
か
よ
う
な
誤
記
も

一
応
、
類
題
歌
集
の
導
入
に
よ
っ
て
説

明
は
つ
く
。
す
な
わ
ち
、

『資
賢
集
』
の
作
者
誤
記
の
う
ち
、
０
は

「今
出
川

院
近
衛
」
の

「院
近
衛
」
を

「
隆
義
」
に
、
①
は

「
盛
方
」
の

「
盛
」
を

「
成
」

に
、
０
は

「信
定
」
の

「信
」
を

「俊
」
に

『資
賢
集
』
の
編
者
が
誤
記
し
た

た
め
に
、
０
は
、
両
類
題
歌
集
が
作
者
名
を
欠
落
し
て
い
る
の
を
、
『資
賢
集
』

の
編
者
が
勝
手
に

「
よ
み
人
し
ら
す
」
と
判
断
し
た
た
め
に
、
０
は
両
類
題
歌

集
の
当
該
作
者
の
二
首
あ
と
の
、
０
は
直
後
の
作
者
名
を
、

『資
賢
集
』
の
編

者
が
う

っ
か
り
目
移
り
し
て
叙
し
た
た
め
に
生
じ
た
不
祥
事
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
①
①
①
の

『資
賢
集
』
の
作
者
表
記
は

『明
題
和
歌
全
集
』
の
そ
れ
と
符

合
し
な
い
で
、

『
題
林
愚
抄
』
の
そ
れ
と

一
致
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
点
か
ら
、

『資
賢
集
』
の
依
拠
し
た
類
題
歌
集
は
『題
林
愚
砂
』
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
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そ
こ
で
、

『資
賢
集
』
は

『題
林
愚
抄
』
に
依
拠
し
て
撰
集
さ
れ
て
い
る
と

い
う
視
点
か
ら
、

「
『資
賢
集
』
解
題
」
で
出
典
不
明
と
し
て
い
る
う
ち
の
、

②
天
河
う
き
つ
の
な
み
に
彦
星
の
妻
む
か
へ
舟
今
や
こ
く
ら
し

（藤
敦
仲

・
七
三
四
）

０
浮
し
つ
み
世
を
う
み
渡
る
海
士
を
舟
行
ゑ
も
し
ら
ぬ
身
に
社
有
け
れ

（寄
舟
述
懐

・
伏
見
院

。
一
四
六
九
）

０
ま
こ
と
か
と
ま
し
を
し
返
し
と
ふ
ほ
と
の
人
め
の
隙
も
な
き
契
り
か
な

（忍
契
恋

。
今
上
御
製

。
一
八
五
六
）

の
三
首
と
、

『
宝
治
百
首
』
を
出
典
と
し
て
い
る
、

０
ひ
と
り
ね
は
な
か
き
な
ら
ひ
の
秋
の
よ
を
あ
か
し
か
ね
て
や
し
か
の
鳴
ら

ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（夜
鹿

。
中
納
言
資
季

。
九
五
九
）

の
計
四
首
に
言
及
す
る
と
、
こ
の
四
首
は
、

『明
題
和
歌
全
集
』
に
は
収
載
さ

れ
ず
、

『題
林
愚
抄
』
に
の
み
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
こ

こ
に
、

『題
林
愚
抄
』
が

『資
賢
集
』
の
出
典
資
料
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
推

断
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
「
『資
賢
集
』
解
題
」
で

『
六
百
番
歌
合
』

を
出
典
と
し
て
い
る
、

”
行
あ
は
ん
ち
き
り
も
し
ら
す
し
の
す
ゝ
き
ほ
の
み
し
野
へ
に
ま
よ
ひ
ぬ
る

哉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（尋
恋

・
家
隆

。
一
八
八
〇
）

の
歌
も
、

『
明
題
和
歌
全
集
』
に
も
収
載
を
み
る
が
、
や
は
り

『題
林
愚
抄
』

か
ら
の
抄
出
歌
と
み
な
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。

ま
た
、

『資
賢
集
』
の
一
二
〇
八
の

０
秋
ふ
か
き
ま
か
き
は
霜
の
い
ろ
な
か
ら
老
せ
ぬ
も
の
と
に
は
ふ
し
ら
菊

（簾
菊
を
よ
め
る

ｏ
二
品
法
親
王
覚
助

。
一
二
〇
八
）

の
歌
は

『続
千
載
集
』
収
載
歌
だ
が
、
こ
の
歌
は
、

『
‐題
琳
愚
砂
』
で
薇

「
菊

霜
」
と

「
離
菊
」
の
歌
題
の
例
歌
と
し
て
二
箇
所
に
掲
載
を
み
て
い
る
の
に
、

『
明
題
和
歌
全
集
』
で
は

「
菊
霜
」
の
例
歌
と
し
て
の
み
収
録
さ
れ
て
い
る
の

で
、

『資
賢
集
』
が
こ
の
歌
に

「
雛
菊
」
の
題
を
付
し
て
い
る
の
は
、

『題
林

愚
抄
』
の
歌
題
を
採
録
し
た
痕
跡
を
残
す
も
の
に
は
か
な
る
ま
い
。

以
上
、
和
歌
本
文
、
作
者
表
記
、
歌
題
表
記
、
そ
の
他
の
観
点
か
ら
、

『題

林
愚
抄
』
と

『
明
題
和
歌
全
集
』
と
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、

『
資
賢
集
』
の

出
典
資
料
と
し
て
は

『
明
題
和
歌
全
集
』
は
適
切
で
な
く
、

『題
林
愚
抄
』
が

正
確
な
出
典
資
料
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。

三

『資
賢
集
』
の
最
大
の
出
典
源
が

『題
林
愚
抄
』
と
な
る
と
、

『資
賢
集
』

五
五
八
の

「
兼
宗
朝
臣
」
の
注
記
の
み
で
、
歌
を
欠
落
し
て
い
る
箇
所
に
ユ
Ｆ
）

②
め
つ
ら
し
き
は
つ
ね
な
れ
と
も
郭
公
あ
か
ぬ
な
こ
り
は
う
ら
み
か
れ
け
り

（題
林
愚
抄

。
初
郭
公
）

の
歌
が
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
で

『資
賢
集
』
収
載
歌
の
全
歌
が
知

ら
れ
る
の
で
、
次
に

『資
賢
集
』
収
載
歌
の
出
典

一
覧
表
を
作
成
す
れ
ば
、
表

（７
）

③
の
ご
と
く
な
る
。

題
林
愚
抄

古
今
六
帖

俊
恵
集

頼
政
集

好
忠
集

≡

〓

一
首

三
九
七
首

二
〇
四
集

一
四
六
首

六
〇
集

後
拾
遺
集

重
之
集

赤
染
衛
門
集

行
宗
集

兼
盛
集

長
明
集

駄
千
首
痢
・歌

一
〇
首
八
首
三
首
二
首
二
首
二
首
二
首

出

典

資

料

　
　
　
歌

数
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忠
見
集

朝
忠
集

元
真
集

俊
頼
集

古
今
集

二

一
五
六
首

（表
３
）

こ
の
う
ち
、

『題
林
愚
抄
』
収
載
歌

一
三

一
一
首
に
つ
い
て
は
、
集
付
そ
の

他
に
よ
っ
て
原
拠
資
料
が
知
ら
れ
る
の
で
、
参
考
ま
で
に
そ
の
点
を
付
言
す
れ

ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

千
載
集
８５
首
　
玉
葉
集
７６
首
　
ニハ
百
番
歌
合

。
新
古
今
集
６９
首
　
新
拾
遺
集

６４
首
　
宝
治
百
首
“
首
　
続
千
載
集
６２
首
　
続
古
今
集
６。
首
　
新
千
載
集
”

首
　
金
葉
集
４８
首
　
続
後
撰
集
“
首
　
堀
川
百
首
４５
首
　
新
勅
撰
集
“
首

続
後
拾
遺
集
“
首
　
続
拾
遺
集
像
首
　
亀
山
殿
七
百
首
３８
首
　
白
川
殿
七
百

首

。
新
後
拾
遺
集
３７
首
　
新
後
撲
集

・
延
文
百
首
η
首
　
後
拾
遺
集
２６
首

長
称
詠
藻
”
首
　
堀
川
次
郎
百
首
２２
首
　
永
徳
百
首
１９
首
　
嘉
元
百
首
１７
首

風
雅
集
１４
首
　
藤
葉
集
１２
首
　
詞
花
集

。
伏
見
院
三
十
首
Ｈ
首
　
千
五
百
番

歌
合

。
新
続
古
今
集
９
首
　
拾
遺
集
８
首
　
建
保
二
内
歌
合
６
首
　
古
今
集

・
寛
喜
女
御
入
内
屏
風
５
首
　
木
工
権
頭
為
忠
朝
臣
家
百
首

。
現
存
六
帖
４

首
　
建
仁
歌
合

・
拾
玉
集

こ
還
島
御
歌
合

・
弘
安
百
首
３
首

後
撰
集

・
建

仁
二
内
歌
合

・
順
徳
院
歌
合

二
死
徳
二
十
五
夜
内
裏
五
首

・
元
徳
二
十
九
夜

内
御
会

・
石
清
水
歌
合

・
永
和
二
九
十
七
御
会

。
永
和
二
九
十
七
内
御
会

・

康
暦
二
内
廿
首
２
首
　
経
信
集

。
散
木
奇
歌
集

。
彼
岸
御
念
仏
会
六
首

。
女

御
入
内
御
屏
風

・
民
部
卿
家
歌
合

・
建
仁
元
十
四

・
建
仁
二
十
四
首

・
建
保

三
歌
合

・
右
大
臣
家
六
首
歌
合

・
藤
川
百
首

・
河
合
社
歌
合

・
宝
治
歌
合

・

玉
津
島
歌
合

・
伏
見
院
歌
合

・
元
亨
三
九
十
三
仙
内
会

・
後
宇
多
院
十
首

・

貞
和
四
七
夕
御
会

・
延
文
四
正
十
九

。
延
文
四
七
夕
内
御
会

・
応
安
三
内
御

会

。
新
葉
集

。
文
安
三
七
十
二
内
続
歌

。
伏
見
殿
千
首

。
梶
井
宮
会

。
内
裏

御
会

・
内
御
会

。
御
会

。
大
和
物
語
１
首
　
出
典
不
明
９
首
（８
）

ば
ヽ
姉
¨
ご 『畔
鋼
峰
癖
資
五
首
以
上
採
歌
さ
れ
て
い
る
一誅
歌
作
者
を
列
挙
す
れ

俊
恵
獅
首
　
頼
政
１４５
首
　
貫
之
８８
首
　
定
家
６５
首
　
俊
成
鬱
首
　
好
忠
６．
首

家
隆
５６
首
　
伊
勢
″
首
　
俊
頼
柁
首
　
窮
恒
３９
首
　
読
人
不
知
３６
首

後

嵯
峨
院
３‐
首
　
人
麿
２９
首
　
伏
見
院
”
首
　
基
俊
２６
首
　
深
養
父

・
後
宇
多

院
１９
首
　
素
性

。
俊
成
女

・
匡
房
１８
首
　
資
季

・
慈
円

。
良
経
１７
首
　
為
家

。
為
世

。
為
定
１５
首
　
実
教
１３
首
　
友
則
１２
首
　
経
信

。
公
雄
Ｈ
首
　
後
鳥

羽
院

・
実
氏

・
俊
光
１０
首
　
有
間
皇
子

。
重
之

・
顕
季

・
雅
経

。
行
能

・
藤

原
為
経

・
信
実

。
光
俊
８
首
　
家
持

・
赤
染
衛
門

・
藤
原
顕
仲

・
知
家

。
実

雄

。
為
兼

。
基
任

。
光
厳
院

。
道
嗣
７
首
　
業
平

・
遍
照

・
忠
琴

・
寂
蓮

・

隆
信

・
有
家

。
長
明

。
道
家

・
亀
山
院

・
俊
定

。
実
兼

。
為
明

・
為
遠
６
首

興
風

・
教
実

・
源
顕
仲

・
顕
輔

・
後
鳥
羽
院
下
野

・
忠
定

。
公
相

・
基
忠

・

花
園
院

・
兼
綱

・
後
光
厳
院
５
首

以
上
の
整
理
に
よ
っ
て
、

『資
賢
集
』
の
お
お
よ
そ
の
性
格
が
知
ら
れ
よ
う
。

ま
ず
、
表
０
に
よ
れ
ば
、

『題
林
愚
抄
』
と

『詠
千
首
和
歌
』
を
除
く
な
ら
ば
、

『資
賢
集
』
は
、
ほ
ぼ
源
資
賢
の
生
存
時
期
と
重
な
る
か
、
そ
れ
よ
り
以
前
に

成
立
を
み
た
歌
集
か
ら
の
抄
出
歌
で
撰
集
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
が
、

『題

林
愚
抄
』
収
載
歌
の
出
典
か
ら
み
る
と
、

『資
賢
集
』
の
収
載
歌
は
、

『古
今

集
』

『古
今
六
帖
』
あ
た
り
か
ら
、

「文
安
三
七
十
二
内
続
歌
」

「
伏
見
殿
千

首
」
あ
た
り
ま
で
の
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

一
方
、

『資
賢
集
』
収
載
歌
人
の
傾
向
か
ら
み
る
と
、

『資
賢
集
』
は
、
第

一
に
、
新

古
今
時
代
ご
ろ
の
歌
人
の
詠
歌
を
大
量
に
採
歌
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
歌
林

苑
歌
人
の
俊
恵

・
頼
政
、

『新
古
今
集
』
に
入
集
を
み
る
歌
人
は
枚
挙
に
い
と

首 首 首 首 首

続
古
今
集

出
典
不
明



ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
次
い
で
、
六
歌
仙
か
ら

『古
今
六
帖
』
収
載
歌
人
の

歌
数
が
日
立
つ
が
、
こ
の
中
に
は
、
人
麿

・
有
間
皇
子

。
家
持
な
ど
の
万
葉
歌

人
も
含
ま
れ
て
い
る
。
第
三
に
、
新
古
今
時
代
以
降
で
は
、
後
嵯
峨
院
、
伏
見

院
、
後
宇
多
院
の
歌
壇
に
属
す
る
歌
人
が

ほ
ぼ
満
遍
な
く
採
ら
れ
、
以
後
、

『新
続
古
今
集
』
収
載
歌
人
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

こ
れ
が

『資
賢
集
』
収
載
歌
人
の
主
な
動
向
で
あ
る
が
、
こ
の
点
か
ら

『
資

賢
集
』
の
性
格
に
一
言
す
れ
ば
、

「
『今
』
の
歌
よ
り
は

『古
』
を
重
く
し
、

新
古
今
集
以
後
の
著
名
歌
人
を
尽
し
て
い
る
」
（
『和
歌
文
学
大
辞
典
』
）
『新

続
古
今
集
』
の
性
格
に
通
ず
る
側
面
を
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。

四

そ
れ
で
は
、

『資
賢
集
』
の
成
立
時
期
は
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
前
述
の
ご
と
く
、

「
『資
賢
集
』
解
題
」
が
、
本
集
を
原
本
と
み
た
場

合
は
江
戸
初
期
、
写
本
と
み
た
場
合
は
上
限
を
室
町
中
期
ま
で
引
き
あ
げ
得
る

と
言
及
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

『資
賢
集
』
収
載
歌
の
最
新
の
出
典

資
料
が

『題
林
愚
抄
』
で
あ
る
か
ら
、

『資
賢
集
』
の
成
立
は

『題
林
愚
抄
』

の
成
立
時
期
よ
り
は
以
降
と
な
ろ
う
。
そ
の

『題
林
愚
抄
』
の
成
立
時
期
を
示

唆
す
る
の
は
い
『資
賢
集
』
収
載
歌
の
最
新
の
歌
、

の
ま
こ
も
草
末
葉
の
露
も
五
月
雨
に
ま
さ
る
水
野
ゝ
あ
や
め
引
也

（曳
菖
蒲

・
資
任

・
五
九
七
）

ω
波
か
く
る
松
の
し
つ
え
も
朽
ぬ
へ
し
日
か
す
つ
も
り
の
う
ら
の
五
月
雨

（浦
五
月
雨

。
重
賢

・
六
三
〇
）

の
二
首
で
、

『
題
林
愚
抄
』
の
集
付
に
よ
れ
ば
、
の
は

「文
安
三
七
十
二
内
続

専
」
、
０
が

「
伏
見
殿
千
首
」
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
、
の
の
歌
か
ら
文
安
三
年

七
月
二
十
二
日
以
降
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
動
く
ま
い
。

一
方
、
０
の

「
伏
見

殿
千
首
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
工
藤
進
思
郎
氏
が

「
『夢
の
通
ひ
路
物
語
』

の
成
立
追
考
」

（
『
岡
山
大
学
法
文
学
部
学
術
紀
要
』
第
四
〇
号
、
昭
和
５４
・

・２
）
で
ヽ
「文
明
十
五
年

（
一
四
八
三
）―
ま
で
引
き
下
げ
て
お
く
方
が
」

「
よ

り
穏
当
な
見
解
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
と
言
及
さ
れ
た
が
、
私
は
、
『題

林
愚
抄
』
を
出
典
資
料
に
し
て
成

っ
た
私
撰
集

『光
俊
集
』
の
奥
書
に
、

「文

明
ニ
メ
舜
ヤ
卯
月
上
旬

２
鴎
指
藤
臣
　
判
」
と
あ
る
記
事
か
ら
み
て
、
『題
林
愚

抄
』
は
文
明
二
年
ご
ろ
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
推
定
し
て
」
製

し
た
が
っ
て
、

『資
賢
集
』
の
成
立
時
期
の
上
限
は
、
文
明
二
年
ご
ろ
と
み
な

し
て
支
障
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、

『資
賢
集
』
が
書
陵
部
に

一
本
し
か
伝
存
せ
ず
、
し
か
も
、
諸
般
の

条
件
か
ら
み
て
原
本
の
可
能
性
が
あ
る
と
の
見
解
に
つ
い
て
は
、

「表
紙
裏
の

紙
の

『校
合
己
こ

と
い
う
文
報
〕
が
あ
る
こ
と
、
詠
歌
作
者
の
み
記
し
て
歌
を

欠
落
し
て
い
る
こ
と

（②
の
歌
を
推
定
し
た
五
五
八
）
、
ま
た
、　
一
四
三
三
の

０
行
と
し
を
お
し
め
は
身
に
も
と
ま
る
か
と
思
ひ
い
れ
て
や
け
ふ
を
過
ま
し

（
一
四
三
三
）

の
歌
に
付
さ
れ
て
い
る

「
前

ニ
ア
リ
」
の
肩
注
か
ら
み
て
、
写
本
と
考
慮
す
る

の
が
穏
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
三
首
前

（
一
四
三
〇
）
に

掲
出
済
み
の
０
の
歌
を
、
も
し
編
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
三
首
後
に
掲
載
す
る
と

い
う
よ
う
な
へ
ま
は
繰
り
返
さ
な
い
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
が
も
し
重
出
歌
だ
と
判

明
す
れ
ば
、
不
掲
載
の
処
置
で
す
む
は
ず
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、

『資
賢
集
』
が
原
本
で
あ
る
か
、
写
本
で
あ
る
か
は
、
さ
ら
に

今
後
の
検
討
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

本
集
が

『資
賢
集
』
の
原
形
態
を
忠
実
に
伝
え
て
い
る
こ
と
だ
け
は
確
言
で
き

よ
う
。
と
な
る
と
、
『資
賢
集
」
な
る
‐集
名
薇
編
堵
そ
の
　
・
人
・によ
る
命
名
と
い

う
こ
と
にヽ
な

・ろ
‐う
。



そ
れ
．一
は
、
本
集
は
何
証

『資
賢
集
．』
と
命
名
，さ
れ
た
０
一
み
ろ
う
力、．
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
本
集
に
、

正
月
七
日
、
人
き
て
、
す
け
か
た
に
、
わ
か
な
の
歌
よ
め
る
に
や
と

い
ひ
け
れ
は

０
里
人
は
入
日
を
か
け
て
春
の
日
に
雪
ま
の
わ
か
な
つ
み
か
へ
る
也
（七
四
）

の
、
資
賢
を
作
者
と
考
え
ら
れ
る

一
首
と
、

人
さ
そ
ひ
き
て
、
き
た
山
へ
花
見
に
ま
か
り
け
る
に
、
所
ヽ
の
花
さ

か
り
な
る
を
み
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
賢

０
遠
け
れ
と
花
の
た
め
に
そ
春
は
き
ぬ
け
ふ
は
山
路
に
日
を
や
く
ら
さ
ん

（一
一〓
一ユハ
）

０
お
も
ひ
や
る
か
た
こ
そ
な
け
れ
お
さ
ふ
れ
と
つ
ゝ
む
人
め
に
あ
ま
る
な
み

た
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（忍
恋
を

・
資
賢
朝
臣

。
二

一
五
六
）

の
計
三
首
が
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
連
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
く

に
、
０
と
い
は
表
③
で
示
し
た

『資
賢
集
』
収
載
歌
の
な
か
の
唯

一
の
出
典
不

明
歌
で
あ
り
、
集
名
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
が
、
０
の

歌
も
集
名
付
与
の
問
題
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、

０
は

『
題
林
愚
抄
』
収
載
歌
だ
が
、
こ
の

一
首
の
み
、

『題
林
愚
抄
』
の
和
歌

配
列
順
序
を
破

っ
て
、
巻
末
に
配
置
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
配
置
は

恐
ら
く
、
編
者
の
意
図
に
よ
る
も
の
と
考
慮
さ
れ
、
し
た
が

っ
て
、
巻
末
の
詠

歌
作
者
の
名
を
も

っ
て
、
編
者
は
本
集
に

『資
賢
集
』
な
る
集
名
を
付
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

『資
賢
集
』
な
る
集
名
は
、
春
部
巻
頭
の
一
行

に

「
按
察
使
大
納
言
資
賢
朝
臣
撰
集
」
と
あ
る
記
述
が
意
味
す
る
よ
う
に
、
私

家
集
の
謂
で
は
な
く
、
私
撰
集
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
点
、

『光
俊
集
』
の

奥
書
に
、

「
右
此

一
冊
者
先
哲
詠
吟
以
所
光
俊
朝
臣
心
用
粗
集
之
云
々
」
と
あ

躊

蒙

雛

推
『．れ
鱈

”
一」
靭

鯨

雲

鍵

諺

す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

『資
賢
集
』
は
、

『資
賢
集
』
の
編
者
が

源
資
賢
の
立
場
に
立
っ
て
撰
集
し
た
私
撰
集
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

そ
れ
で
は
、
何
故
、
か
か
る

『
千
載
集
』
初
出
の
歌
人
の
名
を
冠
し
た
私
撰

集
を
撰
集
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
千
載
歌
人

。
源
資
賢

の
立
場
に
立
っ
て
編
者
が

『資
賢
集
』
を
撰
集
し
た
こ
と
の
意
味
は
、
た
と
え

ば
、
餞
）
」
の
集
で
頼
政
や
俊
恵
を
多
数
撰
入
し
た
意
識
と
通
ず
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
」
、
そ
の
歌
林
苑
歌
人
た
ち
の
最
重
視
し
て
い
た
詠
歌
態
度
が
、

「
薯

れ
翔
¨
、
経
は
な
い
。 得
¨
け
れ
］
」
費
い
０
」
麦
崚
ば
も 「帥
〔
な
い
嘲
『
『
』

う
こ
と
で
あ
っ
た
点
と
関
連
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
題

詠
歌
を
よ
む
う
え
で
の
心
構
え
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
か
ら
当
面
の
問
題
に
言

及
す
れ
ば
、
題
詠
歌
を
い
か
に
上
手
に
よ
む
か
と
い
う
認
識
が
か
な
り
意
識
さ

れ
始
め
た
時
期
の
歌
人

（
こ
の
場
合
資
賢
）
の
立
場
に
立
っ
て
、　
一
種
の
題
詠

歌
の
手
本
た
る
べ
き
撰
集
を
企
図
し
た
結
果
が
、

『資
賢
集
』
の
編
纂
だ
っ
た

と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『資
賢
集
』
収
載
歌
人
の
な
か
で
、
歌
林
苑

歌
人
の
次
に
新
古
今
歌
人
の
多
い
こ
と
、

『古
今
六
帖
』
収
載
歌
人
の
多
い
こ

と
、
後
嵯
峨
院
歌
壇
に
属
し
た
歌
人
か
ら
以
降
の
歌
人
が
多
い
こ
と
な
ど
、
い

ず
れ
も
題
詠
歌
の
観
点
か
ら
説
明
し
得
る
し
、
何
よ
り
も
、
本
居
宣
長
を
し
て
、

『排
菫
小
舟
』
で

「初
心
の
人
題
詠
の
よ
み
方
お
ぼ
つ
か
な
く
て
困
る
こ
と
あ

り
。
そ
れ
に
は
題
林
愚
抄
と
い
ふ
も
の
が
よ
き
な
り
」

（日
本
歌
学
大
系
本
）

と
い
わ
し
め
た

『題
林
愚
抄
』
か
ら
の
抄
出
歌
を

『資
賢
集
』
が
最
大
の
出
典

源
に
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
点
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。



そ
し
て
、ぃ
こ
れ
ら
の
阻
詠
歌
の́
手
本
を́
も

，
て

『資
賢
集
．』
を
晏
集
．し
た
こ́

と
の
意
味
は
、
私
家
集
名
を
冠
す
る
私
撰
集
の
ほ
と
ん
ど
が
詠
歌
作
者
名
を
注

記
し
て
い
な
い
の
（Ｑ
）

『
資
賢
集
』
は
詠
歌
作
者
名
を
注
記
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、

『
曽
丹
集
』
を
出
典
資
料
と
し
て
い
る
次
の
、

０
か
ま
ひ
す
く
す
た
き
し
虫
を
い
と
ひ
し
に
今
は
あ
ら
し
の
音
そ
は
け
し
き

（嵐

。
一
三

一
五
）

①
露
は
か
り
袖
た
も
ぬ
れ
す
神
無
月
も
み
ち
は
雨
と
ふ
り
に
け
れ
と
も

（紅
葉

。
一
三

一
工Ｃ

帥
外
山
な
る
柴
の
立
枝
に
ふ
く
か
せ
の
を
と
き
く
時
は
冬
そ
も
の
う
き

（風

。
一
三

一
七
）

ω
三
室
山
木
葉
ふ
り
に
し
朝
よ
り
あ
ら
は
に
み
ゆ
る
四
方
の
玉
か
き

（
こ
の
は

。
一
三

一
八
）

ゆ卿申却脚蒔“導潮嘲』［い」̈
力ヽの諄″れ『罐暉う．集けヽ
一申『̈
｝̈

編
者
は
、
題
詠
歌
の
手
本
を
例
歌
に
し
て
、
類
題
歌
集
を
編
纂
し
よ
う
と
企
図

¨
経
縁
¨
議
」
』
ち

「 た
¨
中
赫
』
』
囃
い
い
が
け
」
】
げ
い
時
＾
ヵ、
疵
ｒ
『』
際
罐
｝

為
と
考
慮
さ
れ
よ
う
か
ら
、
か
よ
う
な

「伝
統
的
文
化
の
地
方
的
。
階
層
的
拡

郊^
〕
の
時
代
に
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
撰
集
が
出
現
し
た
こ
と
は
、
そ
の
時
代

の
必
然
的
要
請
と
し
て
の
所
産
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、

『資
賢
集
』
の
編
者
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
臆
測
は
可
能
で
あ
ろ

う
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
明
確
に
し
え
な
い
の
で
、
こ
の
問
題
は
今
後
の
課
題

に
し
た
い
と
思
う
。

た（１
）
　

「中
世
私
撰
集
解
題
２
２
一ど
　
＾
『和
歌
文
学
研
究
』
第
十
五
号
）
力、．ら．弘

用
。

（
２
）
　
拙
稿

「
『和
歌
題
林
愚
抄
』
か
ら

『
明
題
和
歌
全
集
』
へ
」

（
『花
国
大
学

研
究
紀
要
』
第
十
号
、
昭
和
５４
・
３
）
参
看
。

（３
）
　
勅
撰
集
か
ら
の
引
用
は
す
べ
て
国
歌
大
観
本
に
よ
る
。

（４
）
　

『図
書
寮
叢
刊
　
資
賢
集
　
遺
塵
和
歌
集
』
所
収
の
「
『資
賢
集
』
解
題
」

を
意
味
す
る
。

（５
）
　

「
『資
賢
集
解
題
」
で
は
、
３９５
。
７．
も
該
当
例
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
二
首

は
前
者
が

『頼
政
集
』
、
後
者
が

『曽
丹
集
』
を
出
典
資
料
と
し
て
い
る
の
で
省
略

に
従
っ
た
。

（６
）
　
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
２
死
禄
五
年
板
行
の

『題
林
愚
抄
』

（二
〇
二
・
八

六
）
か
ら
引
用
。

（７
）
　

「
『資
賢
集
』
解
題
」
の

「出
典
」
の
章
の
調
査
結
果
を
訂
正
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
、
ま
ず
、

「
明
題
」
を

「
題
林
愚
抄
」
と
改
め
、
３９５
を

「頼
政
」
へ
、
５５８
・

７３４
・９５９
。・４６９
・
・８５８
・・８８０
・２．５６
を
コ彗
雀
参
」
へ、
７．４
を
コ瞥
量
ε
へ、
η
を

「
俊
恵
集
」

へ
、　
蜘

。
Ｍ

・
陥

を

「
六
帖
」

へ
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
、
３６０

を

「
続
古
今

（罐一と貯移｝は・５８。３‐３・３２８・３４６・４．８・９．３・９２２・・０２８。・９‐６のとおりで、為道

５
首
、
頓
阿
・
為
定
。
為
重

・
御
製

（不
明
）
１
首
。

（９
）
　

「
『資
賢
集
』
解
題
」
と

「資
賢
集
作
者
索
引
」
を
参
看
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

（１０
）
　
拙
稿

「松
平
文
庫
所
蔵

『光
俊
集
』
の
成
立
」

（
『国
語
国
文
』
昭
和
５２
・

３
）
参
看
。

（１１
）
　

「
『資
賢
集
』
解
題
」
か
ら
引
用
。

（・２
）
　
注
１０
に
同
じ
、

（・３
）
　
注
１１
に
同
じ
。

（・４
）
　
日
本
音
典
文
学
大
系

『歌
論
集
・　
能
楽
論
集
』
所
収
の

『無
名
抄
』
か
ら
引

用
。
な
お
、
島
津
忠
夫
氏

「後
鳥
羽
院
歌
壇
と
歌
林
苑
」

（
『国
文
学
』
昭
和
５５
。
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９
）
参
看
。

（‐５
）
　
同
種
の
私
撰
集
で
は
、
伊
達
文
庫
所
蔵

『邦
高
集
』
に
全
歌
で
は
な
い
が
、

か
な
り
の
作
者
注
記
が
み
え
る
。

（・６
）
　

「
『資
賢
集
』
解
題
」
に
こ
の
旨
の
御
指
摘
が
あ
る
。

（・７
）
　
注
■
に
同
じ
。

（・８
）
　
井
上
宗
雄
氏

「南
北
朝
・
室
町
時
代
の
和
歌
」

（
『講
座
日
本
文
学
６
』
昭

和
４４
・
１
）
か
ら
引
用
。

〔付
記
〕
　
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
多
大
の
学
恩
を
蒙
っ
た

『図
寮
寮
叢
刊
　
資

賢
集
　
遺
塵
和
歌
集
』
の
編
集
に
あ
た
ら
れ
た
、
官
内
庁
書
陵
部
の
関
係
各
位
に
深

謝
申
し
あ
げ
る
。


